
 
 

 

フォローアップ結果 

評点区分：順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 組織の機動力を活かし、大学全体にわたる研究推進方策、改革がきめ細かく策定されており、順

調に進んでいることが確認された。 

 

○ エレクトロニクス先端融合研究所を異分野融合イノベーション研究の中核と位置付け、国際化に

も注力されている。これらの活動を支える「研究推進アドミニストレーションセンター(RAC)」は 4

室(研究戦略、研究・産連推進、知財管理、技術科学支援)が機能的に連携できるように構成されて

おり、今後の異分野融合イノベーション研究の発展を期待したい。 

特に優れた点 

○ URA のキャリアパスの明確化、学内特別人事システムによる雇用の位置づけの明確化が図られ､教

職員にとって魅力的な制度が整備されている。 

 

○ シニア URA として、国際企業の取締役・研究所経験者を採用するなど、多様な経験を有する URA

を確保し、研究戦略、産業連携、知財、支援など多岐にわたる活動が行える体制が構築されている。 

期待する点 

○ 女性教員の登用方策として採用方法のみならず、学内の受入体制整備も考慮することが期待され

る。 

 

○ URA を増員して、更に大学の活性化が図られることを期待する。 

19


